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要旨 

 

都市経済学の単一中心都市モデルの枠組みにおいて、家計の災害リスクに対する「楽観度」

を表す外生変数に着目して都市の均衡状態を分析した。比較静学分析の結果、楽観度が上昇

するにつれて、均衡期待効用水準が上昇する結果となった。しかし同時に危険地区に居住す

る家計が増加し、防災上の観点からは楽観的であることが望ましいとは一概には言えない。

また公示地価に関するパネルデータを構築することにより、リスク公表が地価に与える影

響を分析した。都市住民の災害に対する主観的なリスク認知度が、客観的な罹災確率を上回

る場合、ハザードマップ公表は、予想浸水深の高さに関わらず、地価に概ね正の効果をもた

らすことがわかった。住居地域，商業地域において，予想浸水深の高い地点では時間経過に

ともなう公表効果の変化は小さく，公表後速やかにリスク認知が進んだとみられる． 
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最新情報は筑波大学都市政策科学研究室Webサイト 

http://sp.sk.tsukuba.ac.jp/ にて掲載します。 
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